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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 
ツキノワグマ、イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル 

ハクビシン、ノウサギ、カワウ 

計画期間   令和８年度～令和１０年度 

対象地域  真室川町 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和 7 年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品 目 面 積(a) 金 額(千円) 

ツキノワグマ 
水稲 

その他作物 

27 

1,320 

429 

4,696 

イノシシ 
水稲 

 その他作物 

98 

633 

1,587 

3,078 

ニホンジカ 被害なし 被害なし 

ニホンザル 被害なし 被害なし 

ハクビシン  野菜・果樹 数値での計上に至らず 

ノウサギ  苗木（果樹等） 数値での計上に至らず 

カワウ  魚類（鮎等） 数値での計上に至らず 

合 計  2,078 9,790 

 

（２）被害の傾向 

ツキノワグマ 

例年 4 月から 11 月にかけて、山間部、住宅地を問わず

町内全域で確認されており、水稲やクリ、果樹等の農作

物へ被害を及ぼしている。近年、出没区域は拡大し、農

地だけでなく、住宅地や通学路、学校等の公共施設付近

にも出没していることから、人的被害の発生も懸念さ

れている。 

イノシシ 

農作物被害が拡大しており、水稲、いも類の食害の他、

農道や畦畔の掘り起こし被害が発生している。目撃情

報も増えていることから、個体数が増加しているもの

と考えられる。 

ニホンジカ 

農作物等への被害報告はないものの、目撃情報が増加

傾向にあり、同じ場所で雄と雌が確認されるなど繁殖

も進んでいると考えられる。 



ニホンザル 

目撃情報が複数寄せられている。農作物被害や人身被害

の報告はないが、近隣市町村で被害が増加していること

を考えれば町内での被害も懸念される。 

ハクビシン 
町内で増加する空き家等に住み着いた個体の目撃情報

が報告されている。農作物への被害が懸念される。 

ノウサギ 
降雪期の食害の情報があり、被害の把握はできていない

が、増加しないよう努めていく必要がある。 

カワウ 
最上川流域である真室川、鮭川で目撃情報が増加してい

る。食害などの被害状況は把握できない状況である。 

 

（３）被害の軽減目標 

指 標 現状値（令和 7 年度） 目標値（令和 10 年度） 

ツキノワグマ 1,347a  5,125 千円 1,070a   4,100 千円 

イノシシ 731a   4,665 千円 580a  3,700 千円 

ニホンジカ  － a   － 千円  － a  － 千円 

ニホンザル  － a   － 千円  － a  － 千円 

ハクビシン  － a   － 千円  － a  － 千円 

ノウサギ  － a   － 千円  － a  － 千円 

カワウ  － a   － 千円  － a  － 千円 

合 計 2,078a  9,790 千円 1,650a  7,800 千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等

に 関 す

る取組 

・人的被害や農作物被害を防止

するため、町鳥獣被害対策実

施隊で有害鳥獣捕獲業務を実

施し、捕獲体制を構築してき

た。 

・捕獲手段については、箱わな、

くくりわな、銃器により実施

してきた。 

・センサーカメラを活用するこ

とにより、カメラ設置現場に

生息する鳥獣を把握し、対応

策を練ってきた。 

・捕獲有資格者の減少に伴い、

捕獲業務への従事者が年々減

少し担い手不足が生じている

。 

・イノシシは、令和元年度より

捕獲を試みているが、警戒心

が強く成果が上がっていない

ため、従事者の技術や知識の

習得が必要となっている。 

・ニホンジカ・ニホンザルの目撃

情報は、年に数回報告されて

いるが被害は報告されていな

い。今後個体数の増加に伴い

被害が発生してくると思われ

るが捕獲体制が課題となる。 



防 護 柵

の 設 置

等 に 関

す る 取

組 

・農業者の侵入防止柵の購入に

係る経費を町で補助すること

により、侵入防止柵の整備を

推進している。 

・侵入防止柵に併せて防草シー

トも町単独の補助対象とする

ことで、柵設置後の管理負担

軽減を図っている。 

・自家消費用作物の生産者も町

単独補助の補助対象者とする

ことで、地域の実情に合わせ

た普及を図っている。 

・侵入防止柵や生息環境管理の

有効性を住民へ周知し、地域

ぐるみで取り組む必要がある

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

・放任果樹の伐採、緩衝帯を整

備することで有害鳥獣が出没

しにくい環境づくりを推進し

ている。 

 

 

・高齢化により耕作されない農

地と手入れされない森林が増

加傾向であり、人里に鳥獣が

出没する原因となっている。 

・所有者不明の果樹伐採ができ

ない状況にある。 

（５）今後の取組方針 

・町民への放任果樹の伐採や適期収穫、周辺の藪や隠れ場所となりうる場

所の下刈りをするなど緩衝帯整備の取り組みを周知する。また、電気柵

を設置し効果的な管理をすることで被害の防止に努める。 

・イノシシについては、近年個体数が増加し被害が拡大傾向にある。町民

への注意喚起を行うとともに、農作物被害を防ぐため電気柵の設置等対

策方法を周知し、人的被害の防止と農作物被害の軽減を図る。 

・ツキノワグマについて、出没時における対応方法は、花火等による追払

いを基本とする。農作物の被害を軽減するため電気柵等の設置を推進し

被害軽減を図る。 

・ハクビシンについて、出没時における対応方法は、町民へ空き家や倉庫

の管理を適正に行うように町民へ周知することで、住宅地等での繁殖を

未然に防ぎ、住宅地付近における農作物被害の軽減を図る。 

・ニホンジカ・ニホンザルについて、目撃情報や生態に係る情報を住民へ

周知し、危機意識の啓発を図る。 

・関係機関との連携を深めながら、鳥獣の保護と適正な捕獲の実施に努め

る。 

・ICT 機器（センサーカメラ等）を活用し、効率的な被害対策・捕獲の実施

に努める。 



３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

・真室川町鳥獣被害対策実施隊による有害捕獲を実施する。関係機関との連

携のもと対象鳥獣の効果的かつ適切な捕獲に取り組む。 

・市街地出没等の緊急時には、「クマが市街地に出没した際の対応マニュア

ル」による関係機関との連絡体制の強化を図り、被害及び出没状況に関す

る詳細情報の収集と共有に努める。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

 

８ 

 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

ノウサギ 

カワウ 

・真室川町鳥獣被害対策実施隊との連携強化を図り、

農作物被害箇所や被害状況、目撃情報等により出没

地域を予測し、効果的な捕獲実施に努める。 

・捕獲員の安全射撃講習会の支援や新規狩猟免許取得

者補助制度による捕獲従事者の確保・育成を図る。 

 

９ 

 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

ノウサギ 

カワウ 

 

 

 

同上 

 

１０ 

 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

ノウサギ 

カワウ 

同上 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 



・ツキノワグマについては、目撃や被害報告が6月から10月に集中し、水稲

、トウモロコシなどの被害が多くなっている。近年、出没件数が多く 

捕獲頭数が増加している。今後も里山育ちのクマの増加が予測され、人

間の生活圏近くが行動域になっている。作業小屋への侵入や、学校近く

の通学路で目撃されるなど人的被害の恐れもあることから、有害捕獲の

考え方に基づいた捕獲許可を出し、町鳥獣被害防止対策協議会が捕獲機

材の供給を行い、山形県ツキノワグマ管理計画に基づき速やかな捕獲に

務めることで被害防止を図る。 

・イノシシについて、町内全域の山間部や農地等で多数の目撃や被害が確

認されている。水稲ほ場における被害が急増しているため、山形県イノ

シシ管理計画に基づき捕獲機材による速やかな捕獲に努める。また、冬

季間の銃器による捕獲も実践していく。 

・ニホンジカ、ニホンザル、ハクビシン等については、住民からの被害報

告に基づき有害捕獲実施を検討していく。 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

ツキノワグマ 
山形県ツキノワグマ

管理計画による 
同左 同左 

イノシシ 
山形県イノシシ 

管理計画による 
同左 同左 

ニホンジカ 
住民からの被害報告

による 
同左 同左 

ニホンザル 
住民からの被害報告

による 
同左 同左 

ハクビシン 
住民からの被害報告

による 
同左 同左 

ノウサギ 
住民からの被害報告

による 
同左 同左 

カワウ 
住民からの被害報告

による 
同左 同左 

 

 捕獲等の取組内容 

・対象鳥獣の被害報告の調査後に町鳥獣被害対策実施隊が地域と連携して

有害捕獲を実施する。対象鳥獣の種類、現場の状況に応じて銃器、わな

を選定し効率的に捕獲できるよう努める。わな使用の際は錯誤捕獲防止

に努める。 



 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

・ツキノワグマ、イノシシを捕獲するときに散弾銃により近距離から発砲

することが捕獲個体を興奮させ、危険が伴う場合は、遠距離からの発砲

が可能なライフル銃を使用する必要がある。 

・捕獲時期：市街地出没時等の緊急時 

・捕獲場所：町内市街地等 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

町内全域 
イノシシ・ニホンザル・ニホンジカ・ハクビシン 

ノウサギ・カワウ 

 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整 備 内 容 

令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

ハクビシン 

電気柵 

（町単独事業） 

現地状況による 

同左 同左 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取 組 内 容 

令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

ハクビシン 

防草シートの 

設置や除草作業

の周知 

同左 同左 

 

 

 



５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取 組 内 容 

令和８年度 ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

ハクビシン 

対象鳥獣が頻繁に目撃される放任果樹の伐

採、農地周辺の緩衝帯整備を推進するため

補助事業の周知をしていく。 

（県、町の補助事業） 

 

令和９年度 

令和 10 年度 

 
 
６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称  役 割 

真室川町 

緊
急 

・対策本部の設置（対策本部長：町長） 

・有害鳥獣捕獲申請許可 

・住民の安否確認 

・周辺住民への注意喚起 

・避難範囲の決定、避難勧告 

・交通規制範囲の決定等 

・緊急銃猟実施の権限主体 

平
常 

・鳥獣の捕獲に関すること 

・各組織との連絡調整に関すること 

真室川町鳥獣被害 

対策実施隊 

緊
急 

・対策本部への参加 

・追払い 

・捕獲方法への助言や実施 

・緊急銃猟実施、捕獲者へのサポート 

・警察官職務執行法に基づく銃器使用による 

捕獲協力等 

平
常 

・鳥獣の捕獲に関すること 

・侵入防止柵の設置、維持管理に関すること 

・鳥獣関連情報の提供に関すること 

最上広域市町村圏 

事務組合北消防支署 
緊
急 

・救急救命対応 

・住民の安否確認 

・周辺住民への注意喚起等 



平
常 

・被害状況の情報提供に関すること 

・鳥獣捕獲の協力に関すること 

山形県最上総合支庁 

緊
急 

・関係機関との連携、支援等 

・麻酔銃による緊急銃猟の場合の調整、町支援 

平
常 

・狩猟免許取得の推進に関すること 

・適正な捕獲指導に関すること 

・鳥獣関連情報の提供に関すること 

・被害防止技術の指導・助言に関すること 

新庄警察署 

緊
急 

・警察官職務執行法に基づく銃器使用の助言 

及び命令 

・避難誘導及び交通規制 

・住民の安否確認、周辺住民への注意喚起等 

平
常 

・被害状況の情報提供に関すること 

・鳥獣捕獲の協力に関すること 

 
（２）緊急時の連絡体制 

・別紙のとおり 

 
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

・埋設又は焼却により適正に処分する。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 ・該当なし 

ペットフード ・該当なし 

皮革 ・該当なし 

その他 

（油脂、骨製品、角製品 

動物園等でのと体給餌 

学術研究等） 

・該当なし 

 

（２）処理加工施設の取組 

・該当なし 



 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

・該当なし 

 
９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 真室川町鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役割 

真室川町猟友会 鳥獣被害対策実施隊への協力 

もがみ中央農業協同組合 

真室川支店 
農作物被害・地域農業に関する情報提供 

真室川町農業委員会 農作物被害・地域農業に関する情報提供 

真室川町認定農業者連絡協議会 農作物被害・地域農業に関する情報提供 

山形県最上総合支庁 

農業振興課 
有害鳥獣関連情報提供及び指導 

真室川町 

農林課で事務局を担当し、協議会関係機関

への連絡調整、被害状況の把握、住民への

注意喚起、捕獲許可申請。 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

新庄警察署 
・被害状況の情報提供に関すること 

・銃器等の取扱い指導、助言 

最上広域森林組合 ・間伐等の実施に関すること 

 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

令和３年５月１４日より真室川町鳥獣被害対策実施隊を設置。 

（実施隊員の構成） 

 ・１５名（内町猟友会会員１５名）（令和７年４月１日現在） 

 ・隊長：真室川町農林課長、副隊長：真室川町猟友会会長 

（実施隊の役割） 

 ・有害鳥獣の捕獲及び捕獲体制の強化 

 ・農作物被害等を防止するための侵入防止柵設置に関する周知等 

 ・人的被害を防止するための有害鳥獣の追払い 

 ・緊急銃猟時の捕獲及び捕獲サポート 



（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

・該当なし 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

鳥獣の捕獲に関しては、隣接する市町村や関係機関と連携を図っていく。 

 

別紙 

 

対象鳥獣出没時の情報伝達の流れ（標準例） 

 

 

  110 番通報   

  警察本部  報道機関 

  警察署   

     

  消防  町鳥獣被害 

対策実施隊 

住民 
    

    

     

  町（対策本部）  学校等 

  鳥獣被害防止   

  対策協議会  区長 

     

  総合支庁  隣接市町村 

 

通報（電話・口頭） 

出動要請等（電話・口頭） 

注意喚起連絡 

情報共有 

（電話・口頭・ 

メール・防災無線） 

情報提供等 

（電話） 


